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 平成 22 年 6 月 26 日（土）午後 1 時半から、市ヶ谷の日

本水道会館において、第 14 回総会が開催されました。 
 佐藤八雷理事の司会ではじまり、今回の総会に５社の賛

助会員が参加されていることが紹介されました。  
 第１部として分科会、支部の活動報告が行われ、石井明男

理事より屎尿・下水研究会の活動、酒井彰代表より海外技術

協力分科会、森島治夫関西支部・運営委員から同支部活動に

ついて、それぞれ報告がありました。2009 年度活動内容ば

かりでなく、活動の意義、これからの課題や方針にもふれな

がらの報告がなされました。それぞれの活動内容について、

参加者が理解を深めることにつながったようです。 
 第２部・総会では、議長に木村淳弘関西支部長を選出し

た後、出席者 22 名、委任状 81 名、計 103 名の出席で総会

成立の確認が行われました。次いで、議案書に予定されて

いた、下記の各議案に関する報告、提案がなされました。 
第１号議案 平成 21 年度事業報告の承認ならびに会員の

現況報告（酒井代表・佐藤理事報告） 

第２号議案 平成 21年度収入支出状況報告、平成 21年度会

計監査報告の承認（佐藤理事・松田監事報告） 

第３号議案 財産目録の承認（佐藤理事報告） 

第４号議案 新任理事の承認※（酒井代表提案） 

第５号議案 平成 22 年度事業計画、事業予算（酒井代表・

佐藤理事提案） 

第６号議案 総会議事録署名人の選任（酒井代表提案） 

 各議案に対しての異議はなく、提案通りに承認されたこ

とをご報告いたします。 
※ 新任理事の藤田俊彦氏からのひとことを 7 ページに掲載 

 引き続き、第３部として、本会の海外技術協力活動を紹介

する映像コンテンツが上映されました。海外技術協力活動

の中心メンバーである高村哲さんの作品「バングラデシュ

は水の国」が紹介されましたが、映像を用いて NPO 活動の

概要や活動に込められた思いを広く社会に伝達するという

動きに関して詳しい、小澤眞人さんに解説をお願いしまし

た。小澤さんのお話の内容については、次項で紹介します。 

 15 時 30 分過ぎからは、懇親会が開催され、例年どおりの

なごやかな雰

囲気のなか、賛

助会員の CSR
活動などに関

する情報交換

や、新たな活動

プランなどを

語りあいまし

た。  

特 定 非 営 利 活 動 法 人  日 本 下 水 文 化 研 究 会  第 １ ４ 回 総 会 報 告  

総会風景 

総会・懇親会に参加された皆さん 

 海外技術協力分科会では、活動の目的と活動で得られ

た成果を、パワーポイントを用いた講演を行ったり、活

動成果から論文や報告書を作成することで、社会への伝

達を心がけてきたつもりですが、たいへん限られた伝達

しかできていないということは否めません。 

 そこで、これまでストックしてきた写真やビデオを活

用し、もっと広い層の人たちと問題意識を共有したり、

私たちの活動に込めた思いを伝えたりすることができな

いかと考えてきました。そして、昨年の研究発表会で

“NPOによるICT活用”について発表していただいた小

澤眞人さんに、ご指導をいただき、映像コンテンツ制

作をはじめてみました。その成果を、今年の総会の第

３部で紹介することとしていましたが、その機会に、

NPOが映像という新たなコミュニケーションツールを用

いて、社会との関係性を深めていくといった動きについ

て、小澤さんから解説いただくことは、NPOの総会の場

としてふさわしいと考え、ご講演をお願いしたところ、

こころよく引き受けていただきました。以下は、講演録

です。  

（小澤）今日ご紹介するのは、新たに海外で始まってい

る市民によるビデオ制作運動で、デジタルストーリーテ

リング（以下DST）と呼ばれてます。カリフォルニアの

バークレーが運動の拠点になっていて、私は、この１月

NPOと社会との新たなコミュニケーションツールとしての 

“ デジタルストーリーテリング ” 
小澤眞人さんの講演から 
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に行きワークショップに参加してきましたが、たいへん

おもしろい動きになっていると思います。このことを酒

井さんにお話しして、下水文化研究会の方とワーク

ショップを開催させていただきました。今日はその内容

をお話しさせていただきます。 
 私は、以前は放送局に勤務し、メディア企業に在籍す

るジャーナリストという立場でドキュメンタリー番組を

作ってきました。DSTは放送番組や映画とも異なる、第

３のドキュメンタリーと言われています。その由来です

が、90年代半ばにバークレーの応用演劇のワークショッ

プ専門家と、ビデオアーティストが中心となって手法を

開発しました。演劇ワークショップの知識が反映されて

いる点が重要で、ビデオカメラ操作やビデオ編集の市民

講座とは大きく内容が異なります。アメリカではDSTを
学校教育、日本でいう総合学習に取り入れたり、多民族

コミュニティーの再生活動や異世代間の対話の促進、社

会的弱者の支援など、様々な領域で応用が始まっていま

す。2002年あたりからイギリスの公共放送BBCがDSTを
採用しました。地域住民向けにワークショップを開催

し、出来上がった作品を放送やネットで配信しました。

このことがきっかけとなってDSTはヨーロッパやオース

トラリアへ広がり、図書館や博物館が中心となる地域の

社会文化活動へ発展していきます。また最近ではユネス

コや世界銀行による途上国支援の道具としても利用され

ているようです。 

 私はDSTの考え方・手法を日本にも紹介し、とくにこ

れからの社会を動かしていくセクターであるNPOがDST
を使っていけるようにしたいという希望をもっていま

す。NPOや市民の方々が作れば、放送局が作る番組とは

違うドキュメンタリーが制作されると思います。さらに

ICT技術を利用して、インターネットやソーシャルメ

ディアを通して、多様な社会的コミュニケーションが進

展していくと期待しています。 
 DSTの作り方ですが、皆さんがお持ちの写真やデジタ

ルカメラ、携帯電話で撮った映像が使えます。手紙やイ

ラストなどもデジタル化することで使用可能です。作品

も3分前後と短いものなので、たいへん手軽に作れるとい

う特徴があります。ビデオ編集にはパソコンが必要です

が、編集ソフトは多くのパソコンにインストールされて

いるフリーソフトでできますから、パソコンを使い慣れ

た方ならすぐに始められます。今回ビデオを制作された

高村さんは映像コンテンツを作るのは初めてだったので

すが、半日でほぼ完成ま

でいきました。高村さん

は日本のNPO関係者で最

初にDSTを制作した人に

なるかもしれません。た

いへんすばらしい作品に

なっています。では、見

ていただきましょう。 
（上 映） 

 DSTでいちばん大切な

のは台本である物語で

す。ドキュメンタリーの

世界では「構成」といいます。いま、見ていただいたの

は、高村さんが数年間の自身の経験を物語にしたもので

あり、高村さん個人の物語であるのと同時に、下水文化

研究会の活動の物語でもあるでしょう。 

では、従来のドキュメンタリーとは、何が違うので

しょう。まず、誰が作るかということですが、大きな特

徴は、自分のことを当事者が自らが物語をつくり伝える

ということです。DSTでは声を重視します。自分自身の

物語を作った人が、台本を読むナレーターになり、自分

の声で物語ります。誰かに伝えてもらうのではなく、当

事者自らが一人称で語り伝える点が、従来のテレビ番組

などのドキュメンタリーとは大きく異なります。 

そして、誰に伝えるかということですが、これは目的

とも関わってきますが、自由に選択できます。高村さん

は、助成していただいている基金や財団、バングラデ

シュで支援の対象となっている農村の人たちや政府の

人、さらに会員の方々に伝えたいと語っていました。誰

に伝えるかは、共感・相互理解・アドボカシー・教育な

どDSTを作る目的と関わってきます。対象となる人々が

変わると、作品の内容も変わってきます。これに対し、

マスメディアとジャーナリズムでは、当事者の活動やそ

の意味、問題がジャーナリストによって解釈された情報

として、不特定の一般の人に提供していくことになりま

す。ジャーナリストは中立的で客観的な存在であること

が原則となっています。 

DSTとマスメディアの比較を次ページの表に示します。

DSTは対話的であり、協働しようという人と組織の水平的

なコミュニケーションを行うときに適していると思いま

す。異質な人々との間の共感と相互理解を得るためのツー

ルといえます。またNPOにとっては、コストがほとんどか

からないということもメリットかと思います。 

NPOのコミュニケーション活動は、様々なレベルがあ

ると思います。情報やデータを整理して、わかりやすく伝

えるためには、パワーポイントなどの資料を用いたプレゼ

ンテーションが効果的だと思います。これはマスメディア

的な伝達型ですね。一方で自らの考えや想いを訴え、共感

を得たり、相互の理解を進めたいとき、相手との関係性を

作りたい場合は、対話型のDSTを利用することができま

す。NPOにとって両者は異なるコミュニケーション手法で

あり、時と場合によって使い分けることができます。 

DSTの具体的な活用手法ですが、開発援助にかかわる

NPOにとって、①活動内容の告知、PR、②アドボカ

高村哲さんの作品のタイトルバックとワンシーン 
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シー（主張、提言）、③ファンドレイズ（サポーターと

資金の獲得）、④開発教育や教材作成など、様々な場面

で活用できると思います。 

また、誰が作るのかということについてですが、多く

の選択肢があります。今日ご覧いただいたビデオは、

「途上国を支援するNPOの日本人スタッフ」が作りまし

た。このほかにも、NPOの現地スタッフであるバングラ

デシュの方が作ることがありえます。バングラデシュで

も携帯電話の普及が進んでいるということですから、写

真やビデオの撮影も携帯電話でできます。現地の住民自

らがDSTを作るということも、決して不可能ではないと

思います。例えば村の行政関係者、長老などのリー

ダー、学校の先生など

です。村人でも、男性

なのか女性なのか、40
代の人か子供たちなの

か、いろいろありま

す。作る人によって、

作品の内容や語られる

物語はすべて異なると

思います。そしてすべ

ての物語が、彼らに

とっての真実を表して

いると思います。私は

皆さんのバングラデ

シュの支援活動を通じ

て、現地の人が自ら語

り制作するビデオを見

たいと思います。おそらく私たちが想像していない彼ら

自身の世界が表現されることでしょう。そのビデオを

きっかけとして、日本とバングラデシュを結ぶ新しい対

話の機会が生まれることを希望します。また、ローカル

の人が問題を解決したという物語を同じような境遇にあ

る他の地域の人々に伝えることは、問題解決の動機付け

になっていくだろうと思います。このようにDSTは、そ

れを利用する当事者の人々にとって様々な応用が可能な

新しいコミュニケーションの道具であると思います。 

 今日はDSTについてお話する機会を得ましたが、これ

からも皆さんの活動にご協力させていただきたいと思い

ます。どうもありがとうございました。    （了） 

2010 W. K. バルトン墓参のご案内 

昨年は、日本・スコットランドでバルトン記念日英交流事業が成功裏に行われました。本年は、特別な記念

行事は行わず、バルトンの命日に近い下記日程で墓参を行い、記念事業を通じて確かめられた日本とスコット

ランドの交流について、墓前に報告したいと思います。 
墓参ののち、昼食をともにし、バルトンへの思いなどを語り合いたいと思いま

す。ふるってご参加いただければ幸いです。 

記 

主  催：NPO法人 日本下水文化研究会 
日  時：2010年7月31日（土）午前11時00分（集合）～12時00分 
集合場所：青山霊園入り口 島村花店 

東京都港区南青山2‐34‐31 TEL：03-3401-2682 
最 寄 駅 ：東京メトロ  千代田線乃木坂駅 徒歩5分 

            銀座線外苑前駅 徒歩10分 
昼 食 会 ：ホテル･フロラシオン青山のレストラン･ボワラにて  

東京都港区南青山4-17-58 TEL：03-3403-1541（代） 
昼食会会費：3,300円 
申 込 み： 墓参への参加は申込み不要ですので、当日時間までに集合場所にお

集まり下さい。昼食会に参加ご希望の方は、本会のメールまたはFAX（ふく

りゅうの最後のページをご参照）にて、7月23日までにお知らせください。 

※ バルトン墓碑へは島村花店からご案内いたします。なお、交通事情等により間に合わな

かった場合は墓碑へ直接おいで下さい。 
バルトン墓碑の位置 青山霊園：I 種イ－１１号－１１側 

※ 当日の担当者携帯電話：090‐6535‐5684 

  
DST  マスメディア 

（対話型 水平コミュニケーション） （伝達型 垂直コミュニケーション）  

誰が 当事者（誰でも） 第3者のジャーナリスト（専門家） 

誰に 自由 不特定多数の一般の人々 

何を 自らの経験、想い 他者の取り組みや考え 

目的 
自由 公共サービスとして 

（共感・相互理解・アドボカシー） （情報提供） 

どのように 一人称で語る  3人称で客観的に描く 

いつ 自由 何回でも メディアのスケジュール 1回 

どこで 自由（ネット、DVD、上映会） メディア上 

著作権 制作した当事者に帰属 取材したメディア企業、ジャーナリストに帰属 

コスト 数万円（媒体費なし） 数百万円以上（媒体費も） 

  （小澤眞人氏作成） 
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旧事九官録 巻14 

             阿蘭陀屋敷出嶋の事        本会運営委員 森田英樹 

第24回多摩川源流まつり参加記 

多摩源流まつりと水干   井上ちよ（相模原市在住） 

 ゴールデンウィーク中の5月4日は小菅村で「多摩源流

まつり」が催されます。私も数年前から参加するように

なりました。毎年、楽しみにしているのは、お松焼きと

打ち上げ花火です。日中は小菅の味に舌鼓を打ち、水前

寺清子のステージを楽しみ、一度宿に戻り、小菅の湯に

つかり、さっぱりしてから再度河原へ。 

 川に渡したステージで和太鼓が鳴り響き、大きなお松

焼きに点火。近くでは、熱さに耐えられず、皆じりじり

と下がり始める様子をあらかじめ後ろに席取りをし高み

の見物です。最後はたいまつをもった山伏が出てきてざ

ぶざぶと川を横切り、その火で花火を打ち上げるので

す。暗闇でどーん、どーんと上がる花火はとても見事

で、今年もずっしりと胸に刻まれました。 

 『山水館』では、日中つかみ取りした虹鱒を炭火でじっ

くり焼いてもらい、岩魚の骨酒を楽しみながらの夕食も大

宴会となり、これも小菅の夜の楽しみの一つです。 

 翌日は、二日酔いの人も元気な人もそろって多摩川源流

の水干を目指して山登りです。弟の運転するマイクロバス

で一之瀬林道入口を入り、作場平橋の駐車場へ。途中ナビ

ゲータの父の居眠りにより、ナビ不能になりながらも無事

駐車場につきました。準備運動をして、愛犬チョコ（５か

月の黒柴犬）も一緒に笠取山（1953m）山頂直下にある

「水干」目指して登山開始。約１時間で笠取小屋に到着。

リュックを下して身軽になり、元気な５人で水干まで。今

年は水干からは残念ながら水

が汲めず、少し下りた水汲み

場で多摩川の源流のキーンと

冷えたにごりのないおいしい

水を味わいました。 

 この一滴一滴の大切さを

胸に、毎年行われるこの源

流まつりと水干探索が、こ

れからもずっと引き継がれ

ていってほしいと切に思い

ます。 
水干（河口まで138kmの表記）、今年は少し下流で水汲み 

 標記定例研究会を開催いたしますので，ふるってご参

加ください． 

記 

日時： ９月９日（木）18時30分～ 
場所： TOTO・東京センターショールーム会議室 
   新宿区西新宿１－６－１ 新宿エルタワー26階 
   TEL 03－3345－1010 

交通： JR新宿駅西口より徒歩5分 
内容： 上水道や下水道の分野で使われている、水道、上

下水道、上水、浄水、下水、汚水、濁水、悪水な

どの言葉が歴史的にどのように形成されてきたか

について、様々な文献を丹念に考証して、分かり

やすく解説されます。 

第４９回定例研究会（兼第６１回屎尿・下水研究会例会）のご案内 

山野寿男氏「上下水道に関する言葉の起源」 

長崎の出島は、確か小学校の教科書に、鎖国期に西洋

に開かれた唯一の窓口として、その絵図が載っていた。

子供心に、なぜかザビエルや種子島に匹敵するインパク



いますか？」と質問してみた。 

「無いです。以前も同じような質問をされた小学生がい

たのですが、出島にはトイレは無かったんですよ」 

「そうですか、小学生ですか・・・。でも、無かったと

言うからには、無いという事を明記した文献か、史料は

あるのですか？」 

今回は、珍しく食い下がってみた。自分でも不思議だっ

た。        

「少々、お待ちください」どこかに電話をした。 

「今なら、出島復元整備室に学芸員がいますが、お時間

ありますか？」 

 丁寧な対応であった。復元整備室は同じ敷地にあると

の事なので早速訪問した。突然の訪問にもかかわらず学

芸員の方は、とても懇切丁寧に説明をして下さり、トイ

レに関しても幾つかの手掛かりがつかめた。まずは、ト

イレに先立って出島の歴史を概観しておこう。 

 幕府は1636年、ポルトガル人によるキリスト教の布教

を禁止するために、岬の突端に人工島を築き、そこに彼ら

を収容した。しかし両国の関係が悪化し1639年には、ポ

ルトガル人の日本渡航が禁止され、しばし、出島は無人島

となった。1641年、幕府は平戸のオランダ商館を出島に

移転し、1859年の長崎・横浜・箱館の開港までの約200年
間、西欧への唯一の窓口とされてきた。開国後の出島は、

1866年外国人居留地に編入。明治以降は次第に周囲が埋

め立てられ1904年の第2期港湾改良工事の完成により、扇

形の出島はその姿を消した。戦後、長崎市は旧出島内の民

有地の公有化に取り組み、2001年完全公有化達成。現在

復元整備事業が進行している。このように、約400年の歴

史の中で出島はその立場を変化させてきた。特に有名な、

オランダ商館の置かれていた、約200年間においても、建

物の建て替え、改築。火災による建物の焼失など幾多の変

遷がある。確かに、何枚かの出島絵図をみると、描かれて

いる景観が異なっているために、何か変だなと違和感が

あった。しかし、考えてみれば、それもそのはず、200年
間の間には、建物も変われば、住まい方も変わるはずであ

る。現在進められている復元整備は19世紀初頭の出島の復

元である。 

 さて、やっとトイレに関してのお話であるが、カピタ

ン部屋と呼ばれる建物の図面にトイレの記載がある。カ

ピタンとは、オランダ商館長のことで、彼の住居兼事務

所であると同時に、日本の賓客が訪れた際の接待の施設

でもあった。つまり、出島の中でも中心的な建物といえ

よう。カピタン部屋は数回にわたって建て替えられてい

るが、復元されているのは、1798年の出島大火の後に再

建されたものである。具体的には1809年から、1833年ま

での姿を再現している。しかし、残念ながら、この復元

建物にはトイレは確認できない。1798年の出島大火以前

の建物と思われるカピタン部屋の図面の中には、２階に

「女中洗濯所、及び便所」との記載がある。しかし、ど

の様なトイレであったのか、ここに残された字句以上の

詳細は不明である。また、１階部分の地下から、便壺が

発掘されたそうであるが、それが、いつの時代の建物で

使用されていたのかは不明との事である。その便壺が現

在どこに収蔵されているのか、不覚にも聞きそびれてし

まった。これは私の勝手な推測であるが、もしかすると

明治以降の民有地時代の便壺なのかもしれない。 

 展示品の中では、一番船頭部屋のオランダ商館員の住

まいの中に、「おまる」が展示されている。一番船頭部

屋とは、オランダ船の船長や商館員の住まいで、1階が

倉庫、2階が居室となっている。1821年、出島で亡く

なった一等書記ヘルマヌス＝スミットの財産目録をもと

に、家具・調度品を再現している。その部屋のベッドの

左側に、真鍮製の「おまる」が置かれている。当時は陶

器製が一般的であったが、入手できなかったので、金属

製のアンティーク品を展示しているとの事である。一

方、興味深いのは、出土した陶器製の「おまる」が「旧

石倉」に展示されている事であろう。「旧石倉」とは、

安政の開国後に造られた石造倉庫のことで、考古館とし

て使用されている。その「おまる」は考古館の1階、中

央にガラスケースに収められて展示されている。いずれ

も、ふらっと観光で立ち寄っただけならば、見過ごして

しまうかもしれない。 

 これらの事から想像するに、当時、屎尿を溜めて置く

習慣の無いオランダ人は、やはり、日本的なトイレは使

用せずに、「おまる」で用を足し、海に捨てていたのか

もしれない。船乗り達で構成される出島の住民にとっ

て、「おまる」から屎尿を海に捨てる事は特に違和感無

く行われたことではなかろうか。だが、出島はオランダ

人ばかりで構成されていたわけではない。日本人の従業

員もいれば、オランダ船が入港すれば、多くの日本人商

人で賑わった事であろう。さすれば、やはり何らかのト

イレが必要となると思えるのだが・・・。しかし、これ

らは全て推測のこと。まあ、やがて出島のことだから、

今なお続く幕府の厳重な監視の呪縛から解き放たれ、ト

イレに関する新事実の公表が許される日が来るかもしれ

ない。今しばらく見守っておくことにしよう。  

ふくりゅう 平成22年7月16日 
日本下水文化研究会 

Japan Association of Drainage and Environment 
Page 5 

一番船頭部屋内のおまる                染付牡丹文手付鉢（おまる） 有田 17世紀後半～18世紀初頭  
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 バングラデシュ便り13号 (July/2010)   

                  携帯電話      本会運営委員 高橋 邦夫 

 この国の携帯電話の普及には目を見張るものがある。

この近年、ことに2000年を境にして普及率は指数的に増

加しており、現在では世帯に一台といっても過言ではな

い。これは農村部での実態調査に基づいた事実である。

農村部においてそうなのであるから、まして都市部にお

いては言うまでもなかろう。 

 日本では私は携帯電話を持たない。必要としないからで

ある。必要に応じた他の伝達手段があるからである。携帯

電話の持ち主を、携帯の奴隷と揶揄したことがある。この

気分は今でも変わらない。ことに電車の中などでの持ち主

の態様には、ほとほと嫌気がさす場合が多い。勿論のこと

彼らの応答を聞きたくもないが、廻りを気遣いながら話し

ている内容は、言い訳と謝りが多いようだ。たまに傍若無

人がいるが、これは論外である。傍若無人には、以外にも

おばさんが多いのも事実である。彼らは携帯電話を持つこ

とにより、携帯に縛られた状況を自ら招いているのであ

り、そうした中での彼らの顔つきは概して卑屈であるか、

その裏返しとして傲岸である。 

しかしながらこの国では、ことに外国人が何らかの活

動を行う場合、状況は一転し、携帯電話は必需品となる

のである。それでなくとも、脆弱な交通・通信などの社

会基盤のもとで、携帯電話は、大げさな言い方をすれ

ば、命の綱なのである。日常的な利便は勿論のこと、最

低限の護身機器の一つといって過言ではない。2009年2
月25日、ダッカで軍内部の反乱事件が起きた。いわば小

規模なセポイの反乱の様相を帯びた事件であった。日本

では多分報道はされなかったのではないかと思われる

が、日時の偶然からか2.26事件を想起させた事件であ

り、その犠牲者をはるかに越える死者が出た。そのと

き、私はコミラにいたが、ただちに、JICA-Bangladesh
から連絡が入り、その後の行動に対する適切な指示が繰

り返し届いた。 

 この国の携帯所有者は、それは、それはよく喋る。それ

でなくても何かにつけて喧しい人々である。アザーンや

コーランの街宣車、バングラ歌謡の喧しさや、すさまじい

警笛が飛び交う交通渋滞の中でも、彼らは携帯会話を断念

しない。その結果、さらに輪をかけた大きな声と早

口をまくし立てるのである。車での移動は、渋滞や

道路事情の悪さもあって、長時間となる場合が多い

が、彼らは携帯会話をしているか、そうでない時は

寝ているかの二者択一としか思えないような仕草を

感じることさえある。 

 携帯電話は予め、ある金額をグラミン・フォン

などの提供会社に払い込み、使用できることにな

る。プリペイドの仕組みである。農村地域でも、

よくあるバザールなどにはグラミンなどのサービ

ス店舗が整備され需要をまかなっている。携帯の

電話番号とチャージした金額を記した台帳を見る

と、10BDTの表記が圧倒的に多い。多くの人々に

とって携帯電話は便利であるものの決して安価な

ものではない。かつては、そうした店舗では携帯通話そ

のもののサービスが行われていたが、電話そのものの普

及のせいか、今では余り見かけなくなった。 

 打ち合わせや会議中、携帯が鳴っても平然として携帯

会話するのもこの国の特徴である。この国では、何かに

つけて尤もらしい挨拶行事が多い。モスリム長老のコー

ランの一節を吟じる儀式的な挨拶の後、主催者を代表し

て・主催者を補足して、ゲストを代表して・ゲストを補

足して、地元を代表して・地元を補足して、などの長っ

たらしい、似たような内容の、つまらない挨拶がこれで

もかと続く。活動の成果報告会などのプログラムを作成

する場合、その開催時間の約半分は、こうした挨拶に充

てられることを何回か体験した。そんな折は、何処かし

こで必ずと言って良いほど携帯の着メロが途切れず、低

い声ではあるが携帯会話が続く。 

とある村である活動が始まるに際し、例によってオー

プニング・セレモニーが開催された。開催を告げる横断

幕には、活動名、主催者とその代表、ドナーとその代表

などの名称が記される。主催者の代表が延々と喋ってい

るとき、突然、彼の着メロであるスター・ウォーズの序

曲が鳴り渡ったのには驚いた。しかし、挨拶に陶然とし

ている彼は、しばしその現実に気づかなかったのであ

る。その後、所有しているもう一つの携帯に別な着メロ

が鳴り出した。しばらくして彼の側近が気付いて両方の

電話を切った。主催者の代表には何の動揺も無かった。

代表はこの国の国家公務員のかなりのクラスの人なので

ある。 

国際会議や国内での大きな会議でも、この悪しき態度

はなかなか是正されていないようだ。会議の議長が平然

と携帯会話に応答している場面も見た。とある国際会議

に出席したおり、後部座席で携帯会話が始まったが、

「出て行け」というと、さすがに「ソーリー」と言って

電話を切った。結局かれらも携帯の奴隷なのである。会

話の重要性の選択肢が欠けているだけなのである。何故

なら、先に述べた、かなりのクラスの国家公務員は携帯

会話を無視したではないか。 

コミラ市周辺６村の携帯電話普及率（世帯

あたり）：見事な飽和曲線を描いている 
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編集後記 NPOがそのミッションを果たそうとするとき、ターゲットとする人に意図を的確に

伝えなければならないし、ときには、意識を変えてもらうことも必要になる。関係者の理解と協

力も得なければならないし、実施にあたっては、資金も賛同者も必要になる。関係団体とのネッ

トワーク形成が必要になることもある。こうした時にさまざまなコミュニケーションが必要に

なってくるが、DSTは、こうしたコミュニケーションを円滑に進めたいと思っ

たときに魅力的で有効なツールとなるだろう。また、ストーリーを作ることで、

活動を振り返る機会にもなる。そして、さらに活動の質を高めることにつなが

れば、好循環が繰り返されるものと期待できる。       （酒井 彰） 

ホームページもご覧ください 
http://www.jca.apc.org/jade/index.htm 

関西支部 http://www1.kcn.ne.jp/~k-atsuhi/ 

特定非営利活動法人 日本下水文化研究会 

〒162-0067 新宿区富久町6-5 NJS富久ビル別館３F 

TEL & FAX 03-5363-1129 e-mail: jade@jca.apc.org 

「ふくりゅう」では、原稿募集をしております。「水」につ

いて思うこと、身近な話題、会に対するご意見やご提

案、どのようなことでも結構ですから事務局までお送り

ください。 

第14回日本下水文化研究会総会報告 1 

デジタルストーリーテリング（小澤

眞人さんの講演から） 
１ 

2010W. K. バルトン墓参のご案内 3 

多摩源流まつりと水干（源流まつり

参加記） 
4 

旧事九官録 巻14 「阿蘭陀屋敷出

嶋の事」                
4 

バングラデシュ便り13号 「携帯

電話」 
6 

第49回定例研究会「上下水道に関

する言葉の起源」（山野寿男氏）ご

案内 

4 

ダッカでの映像コンテンツづくり 

高村 哲 

 小澤さんから DST（デジタルストーリーテリング）という手法

を教わりました。活動していることを理解してもらうと言うよ

り、共感していただくための武器になりそうな気がします。共感

し、納得していただくということは大きな力になるはずです。こ

れをバングラディシュのメンバーがベンガル語で作れば、これか

らの私達の活動に大きな可能性が膨らむ気がして、現地事務所の

実働部隊の基幹メンバー、アザットとパルフエスをテーブルに呼

んで、さっそく手ほどきを始めてみました。 

 DST ということばを聞いていた彼ら、これを自分たちで作ると

いうので、目を輝かせておのおのパソコンを開き、まずこちらで準

備しておいた素材データをインストール。ざっと説明してから、

「さあ作ろう」と物語の録音からスタート。今は時間がないから、

こちらが準備してあるデータを使うが、自分が感じたことを、｢私

は・・・｣という言い方で自由に作ることが大切なんだ！主役は自

分なのだ！と強調する。「もっとゆっくり！」「気取るな！」「も

う一回やらせて！」と怒ったり笑ったりしながら、みんなで、ア

ザットのパソコンに群がって、２時間、音や、タイトル、字幕など

入れたところで、次の予定の会場へ移動。その日は、各自データを

持ち帰って、次の機会にベンガル語版を作ることにしました。 
 そして数日後、アザットはニコニコして、「見て見て！」と持っ

てきたのが、大学の卒業アルバムを題材にしたもの。パルフエス

は、JADE の１分 CM の英語版。彼は、今の活動を、3 分から 5
分で伝える英語字幕付きのベンガル語版をいくつか作って、村で

の学習会で使いたい、そういうアイデアをいくつも持っていると

熱っぽく語ってくれます。「そうだ、短いほどいいんだ、ベンガ

ル人は話し始めると大演説になってしまうけど、みんなが飽きず

に、楽しんで納得できるものがいいんだ」とさらにけしかける、

パルフエスは「そうしたいんだ」と目を輝かせる。 
 これは、今回の活動の番外編です。ほかのメンバーも「私にも

教えて」と言ってきましたが、「これからはアザットが先生だ、

彼に教われ」と言って、コミラに移動。連日びっしりと働いてき

ました。 

＊     ＊     ＊ 

 総会第３部で紹介した高村さんの作品は、本会ホームページ、

そしてご存じの You Tube でも公開しています。（英文タイトル：

“Bangladesh:  A Country of Water”）ベンガル語バージョンの

たくさんのストーリーができて、ローカルの人々のモーティベー

ションを高めたり、エコサン・トイレを導入した学校での環境教

育でも活かされていくものと期待されます。  

理事就任ご挨拶 
藤田 俊彦 

 この度の総会で新しく理事に就くことになりました藤田で

ございます。 

 私は、平成14年3月まで兵庫県職員としてその多くを下水

道事業（主に市町指導業務）に携わりましたが、中でも日本

下水道事業団に出向し「下水汚泥広域処理事業」を、阪神淡

路大震災に見舞われた時の本庁在職時はその復興事業着手に

到るまでの諸業務を、そして退職間際の兵庫県下水道公社出

向時には公社組織改革案作成を経験したことはとても印象に

残っています。 

 当会には、県退職後の間もない頃に入会させて頂き関西支

部運営委員としてお世話になっていますが、これまでに無

かった新たな出会い・経験をさせて頂いており、このような

素晴らしい会でありながら会員数が減少しているのは何故と

考えさせられます。 

 当会の組織・運営のあり方だけでなく、NPOの現状認知度等

を私なりに勉強し、会員を増やす方策を考えてみたいと思いま

す。この他にこれまでの活動を通じて感じた事は、将来を担う

子供達への啓蒙活動の大切さです。当会として、もう少しこの

事を前面に出しての活動方策を考えてみたいと思います。 

以上、思い付くままに申しましたが、よろしくご指導く

ださい。 

ふくりゅう 通巻65号 目次 
水制度改革国民会議の動向 
 昨年開催しました研究発表会で、松井三郎京都大学名誉教授よりその趣旨について講演

いただいた「水循環基本法」は、その素案が完成され、法案制定に向けた超党派議連に諮

られることになりました。しかし、その後の首相交代劇、今度の参議院選挙と政局の混乱

に巻き込まれ、議論が進んでいない状況です。国民会議では、広範な国民運動を推進する

ことで事態を打開しなければ、水循環基本法の実現は難しいと判断し、「水制度改革国民

会議国民運動推進委員会」を設置し、広く水問題に関係する団体に協力を呼び掛けること

としました。9 月 9 日には、国会近くで「水制度改革を求める国民大会」を開催する運びと

なっています。この国民大会では、水制度改革を訴える請願活動を行う予定です。本会も

私が委員の一員となり，諸団体への協力要請等の呼びかけに協力することとしています。 

 会員各位におかれましても、水制度改革へ向けた動きに関心を持っていただき、政府に

向けた要望書への賛同署名等で、ご協力お願いいたします。       （文責 酒井


